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育樹際に参加

兵庫大会開催

３年１０月認定 ３年１０月認定

株式会社
　　ウオロクＨＤ

株式会社
　　　オギノ

（1）

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

http://www.jf-oita.or.jp/

２　面

テーマやロゴ
募集中！

台風１４号
支援を要請

４　面

６　面

水研だより

　
美
登
利
総
本
店
は
国
内
で
２
４
店

舗
、
国
外
（
香
港
、
台
湾
）
で
５
店
舗

を
展
開
す
る
高
級
寿
司
チ
ェ
ー
ン
。

十
年
以
上
前
の
平
成
２
３
年
か
ら
か

ぼ
す
ブ
リ
を
取
り
扱
い
、
「
大
分
県

フ
ェ
ア
」
も
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
本

年
度
は
か
ぼ
す
ヒ
ラ
マ
サ
も
利
用
す

る
な
ど
、
連
携
を
深
め
て
い
る
。

  

認
定
証
を
受
け
た
梅
澤
社
長
は
、

「
飲
食
店
と
し
て
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
第
１
号
と
な
り
、
あ
り
が
た
い
。
ま

た
、
責
任
も
感
じ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
大
分
の
魚
を
取
り
扱
い
た
い
」
と

述
べ
た
。

３　面

おんせん県

おおいた大会

に向け

 リレー放流 スタート！
▽２面

　
広
瀬
知
事
は
、
こ
れ
ま
で
の
利
用

や
フ
ェ
ア
の
開
催
に
謝
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
「
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得

て
喜
ん
で
い
る
。
本
県
に
は
か
ぼ
す
ブ

リ
や
か
ぼ
す
ヒ
ラ
マ
サ
を
は
じ
め
、
多

く
の
特
産
水
産
物
に
恵
ま
れ
て
い
る

の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
愛
顧
を
お
願

い
す
る
」
と
期
待
を
示
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、

関
東
圏
で
県
産
水
産
物
を
通
年
販

売
し
、
大
分
フ
ェ
ア
等
の
開
催
に
も
協

力
的
な
量
販
店
を
認
定
し
て
き
た
。

飲
食
店
を
認
定
す
る
の
は
、
今
回
が

初
め
て
と
な
る
。

 
広
瀬
知
事
か
ら
認
定
証
の

 
交
付
を
受
け
る
梅
澤
社
長

豊かな海づくりを学ぶ、松浦小児童

株式会社
　　　ベルク

かぼすブリ握り（左）、かぼすヒラマサ握り（右）

　
県
は
「
お
お
い
た
の
魚
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
飲
食

店
」
に
株
式
会
社
梅
丘
寿
司
の
美
登
利
総
本
店

（
東
京
都
世
田
谷
区
）
を
認
定
し
た
。

　
広
瀬
知
事
は
１
４
日
、
県
庁
で
梅
澤
昌
司
社
長

に
認
定
証
を
交
付
し
た
。

おおいたの魚 パートナーシップ量販店の認定実績

　県は、県産の水産物の販売促進に協力的な量販店を認定し、認知度向上や消費

拡大を図っている。これまでの認定実績は次のとおり。

２年９月認定

（新潟市、本多伸一社長４１店舗） 　（甲府市、荻野寛二社長、４０店舗）（鶴ヶ島市、原島一誠社長、１２３店舗）

梅丘寿司の美登利総本店

http://www.jf-oita.or.jp/
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令
和
６
年
秋
の
開
催
が
決
ま
っ
た
２
巡
目
大
分
大
会
を
記
念

し
リ
レ
ー
放
流
が
始
ま
っ
た
。
第
１
回
大
会
の
開
催
地
と
な
っ
た

佐
伯
市
鶴
見
を
振
り
出
し
に
、
別
府
湾
岸
の
日
出
町
に
も
子
供

た
ち
の
歓
声
が
響
い
た
。

お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
大
会
に
向
け

 

リ
レ
ー
放
流
ス
タ
ー
ト

（2）

　
大
会
本
番
の
放
流
行
事
に
向
け
、

聖
火
リ
レ
ー
の
様
に
県
内
各
地
で
稚

魚
等
の
放
流
を
実
施
し
大
会
の
周
知

と
機
運
の
情
勢
を
図
る
と
と
も
に
、

園
児
や
児
童
ら
を
対
象
に
水
産
業

や
魚
介
類
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
目
的
。
市
町
村
や
漁
協
支
店
も

協
力
し
、
大
会
当
日
に
向
け
リ
レ
ー

方
式
で
繋
い
で
い
く
。

　
佐
伯
市
鶴
見
の
松
浦
小
で
は
９
月

２
２
日
、
リ
レ
ー
放
流
に
向
け
た
水

産
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。
地
域
の
漁

業
や
豊
か
な
海
づ
く
り
に
つ
い
て
学

び
、
ア
ジ
の
開
き
や
マ
イ
ワ
シ
の
丸
干

皆さんご応募下さい！

し
な
ど
特
産
加
工
品
の
七
輪
焼
き

を
体
験
し
た
。
１
０
月
１
１
日
に
は
、

松
浦
漁
港
で
イ
サ
キ
の
稚
魚
３
０
０

匹
を
放
流
し
、
旋
網
漁
船
の
見
学
な

ど
も
行
っ
た
。

　
速
見
郡
日
出
町
で
は
１
１
月
８
日

日
出
小
３
年
の
児
童
が
マ
コ
ガ
レ
イ
の

稚
魚
３
０
０
匹
を
放
流
し
た
。
漁
業

公
社
国
東
事
業
場
で
ふ
化
し
た
稚

魚
を
町
の
施
設
で
１
０
㎝
ま
で
育
成

し
た
も
の
。
特
産
の
城
下
か
れ
い
と

し
て
水
揚
げ
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
地
域
の
漁
業
や
海
洋
環
境
に

つ
い
て
も
学
び
、
子
供
ら
は
豊
か
な

海
づ
く
り
を
実
感
し
た
。

大会実行委員会は大会テーマ等を募

集しています。

テーマは、大会の意義や理念を簡潔に

表現した標語・スローガン。デザインは、

県の応援団鳥「めじろん」のコスチュー

ム。ロゴマークは、大会周知と県産魚ＰＲ

に継続して活用できるデザインとなる。

　皆さん、積極的な提案をお願いします。

イサキの稚魚を放流する松浦小児童

マコガレイの稚魚を放流する日出小児童

松浦小で行われた水産教室

七輪焼きを体験する松浦小児童



令和　４年１２月 水産おおいた 第１４８号

　

（3）

　
備
に
対
す
る
国
・
県
及
び
市
に
よ

　
る
支
援

６
　
ヒ
ラ
メ
等
の
陸
上
養
殖
も
漁
業

　
共
済
に
加
入
で
き
る
国
の
制
度
の

　
見
直
し

７
　
被
害
魚
の
処
分
に
要
し
た
経
費

　
に
つ
い
て
、
市
の
減
免
措
置
等
公

　
的
支
援

８
　
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
入
津

　
地
区
の
将
来
の
養
殖
振
興
を
含
め

　
た
関
係
機
関
に
よ
る
地
元
検
討
会

　
等
へ
の
県
や
市
の
参
加

田中佐伯市長に要望する中根組合長、戸髙海区長

河野佐伯市議会議長に要望書を手交する中根組合長

佐藤県農林水産部長に要望書を手交する中根組合長

被
災
す
る
と
と
も
に
、
生
け
簀
を
避

難
し
た
入
津
湾
内
で
、
酸
欠
に
よ
る

ブ
リ
等
の
大
量
死
が
発
生
し
た
。

　
入
津
地
区
は
、
三
代
目
の
後
継
者

が
経
営
を
継
承
し
て
若
い
個
人
生
産

者
も
多
い
地
区
だ
が
、
在
池
の
６
割

以
上
を
失
っ
た
と
す
る
経
営
体
も
あ

り
、
今
後
の
生
産
の
維
持
、
経
営
の

存
続
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
個

人
経
営
体
が
、
今
後
と
も
生
産
を
維

持
し
経
営
を
存
続
出
来
な
け
れ
ば
、

産
地
加
工
を
一
層
推
進
し
よ
う
と

し
て
い
る
漁
協
の
経
営
に
も
大
き
く

影
響
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
地
区
で
も
、
定

置
網
の
破
損
・
流
失
や
漁
船
転
覆
等

の
被
害
も
深
刻
で
あ
り
、
台
風
１
４

号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

漁
業
者
・
養
殖
業
者
に
対
し
、
特
段

の
支
援
を
要
望
す
る
。

台
風
１
４
号
被
害
に
支
援
を
要
請

　
１
０
月
２
４
日
、
県
が
台
風
１
４
号
に
よ
る
農
林
水
産
業
被
害

額
の
確
報
を
発
表
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
漁
協
は
改
め
て
被

災
し
た
浜
の
声
を
聞
き
、
佐
伯
市
、
佐
伯
市
議
会
及
び
大
分
県

農
林
水
産
部
に
具
体
的
な
支
援
を
要
請
し
た
。

https://www.pref.oita.jp/soshiki/13700/

　
非
常
に
強
い
勢
力
で
九
州
に
上
陸

し
た
台
風
１
４
号
に
よ
り
、
佐
伯
市

を
中
心
に
多
く
の
漁
業
・
養
殖
業
が

被
災
し
、
水
産
物
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。

　
こ
の
台
風
に
よ
る
被
害
は
、
水
産

業
全
体
で
１
５
億
４
千
万
円
、
う
ち

水
産
物
が
養
殖
ブ
リ
を
主
体
に
１
１

億
６
千
万
円
、
水
産
施
設
は
漁
船
、

漁
具
、
養
殖
施
設
な
ど
２
億
４
千
万

円
に
上
っ
て
い
る
。

　
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
ブ

リ
類
の
海
面
養
殖
と
ヒ
ラ
メ
等
の
陸

上
養
殖
が
営
ま
れ
る
入
津
地
区
で
、

暴
風
や
波
浪
に
よ
り
養
殖
施
設
が

趣

旨

１
　
被
害
の
大
き
い
海
面
養
殖
魚
に

　
つ
い
て
は
、
養
殖
共
済
で
は
補
え

　
な
い
損
失
に
対
す
る
国
に
よ
る
上

　
乗
せ
支
援

２
　
漁
具
及
び
生
産
施
設
の
再
取
得

　
や
改
修
、
養
殖
生
産
の
再
開
に
必

　
要
な
中
間
魚
の
導
入
等
へ
の
県
や

　
市
の
補
助
、
自
己
資
金
調
達
（
長

　
期
据
置
）
へ
の
利
子
補
給

３
　
値
上
が
り
が
続
く
飼
料
・
資
材

　
経
費
へ
の
県
や
市
の
補
助

４
　
本
年
度
か
ら
始
ま
る
「
水
産
環

　
境
整
備
事
業
」
に
よ
る
入
津
湾
の

　
海
水
交
換
対
策
へ
の
国
・
県
の
助
成

　
と
市
に
よ
る
着
実
な
実
施

５
　
暴
風
や
波
浪
に
よ
る
被
害
を
受

　
け
な
い
沖
合
・
陸
上
養
殖
施
設
整

大分県 人権尊重・部落差別解消推進課 ＨＰ

　「世界人権宣言」が昭和２３年１２月１０

日に国連総会で採択されたことを記念

し、我が国は１２月４日から１０日までの１

週間を「人権週間」と定めています。

　本県では、１１月２６日の「ヒューマン

フェスタ２０２２おおいた」に続き、この期

間中にも県内各地で様々な人権啓発

行事が行われます。

　詳細は県のＨＰに公開されています

ので、ご活用・ご参加をお願いします。

　「啓推協だより９４号」をご覧下さい。

１２月４日～１０日は

人 権 週 間

要

望

事

項

https://www.pref.oita.jp/soshiki/13700/
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本
県
は
昭
和
５
２
年
に
別
府
市
の

志
高
湖
畔
で
第
１
回
大
会
を
開
催

し
て
お
り
、
２
巡
目
の
開
催
と
な
っ

た
。
　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
豊
か
な
お

お
い
た
　
森
林
を
育
み
　
木
と
暮
ら

し
」
。
大
分
市
の
昭
和
電
工
武
道
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
式

典
行
事
」
で
は
、
秋
篠
宮
皇
嗣
が
「
本

大
会
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、
豊

か
な
森
林
を
育
む
心
が
さ
ら
に
広
が

り
、
森
林
か
ら
の
恩
恵
で
あ
る
木
材

を
暮
ら
し
の
中
に
生
か
す
木
の
文
化

が
、
こ
こ
大
分
の
地
か
ら
全
国
へ
と
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」

と
、
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
緑
化
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
個
人
や
団

体
な
ど
が
表
彰
さ
れ
た
。
ま
た
、
大

分
県
出
身
の
俳
優
財
前
直
見
さ
ん

や
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
、
緑
豊
か

な
森
を
受
け
継
ぐ
大
切
さ
を
映
像

や
歌
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
た
。

　
前
日
に
豊
後
大
野
市
の
大
分
県
県

民
の
森
・
平
成
森
林
公
園
で
行
わ
れ

た
「
お
手
入
れ
行
事
」
で
は
、
秋
篠
宮

皇
嗣
が
天
皇
（
現
上
皇
）
陛
下
お
手

植
え
木
で
あ
る
ア
カ
ガ
シ
の
枝
打
ち

を
、
妃
殿
下
が
皇
后
（
現
上
皇
后
）

陛
下
お
手
植
え
木
の
カ
ツ
ラ
に
肥
料

を
ま
き
、
皇
嗣
が
埋
め
戻
し
た
。

　
兵
庫
県
は
昭
和
５
７
年
に
美
方
郡

香
美
町(

旧
城
崎
郡
香
住
町
）
で
第
２

回
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
２
度
目

の
開
催
は
全
国
で
初
め
て
と
な
っ
た
。

大
会
で
は
、
式
典
行
事
、
海
上
歓
迎

・
放
流
行
事
、
関
連
行
事
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
広
げ
よ
う 

碧

く
豊
か
な 

海
づ
く
り
」
。
明
石
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
た
式
典
で
は
、
天

皇
陛
下
が
「
豊
か
な
海
の
環
境
を
保

全
し
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
。
こ
の

大
会
を
機
に
、
海
や
漁
業
へ
の
理
解

と
関
心
が
深
ま
り
、
豊
か
な
海
づ
く

り
の
輪
が
兵
庫
県
か
ら
全
国
に
広
が

る
こ
と
を
願
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
映
像
で
、
兵
庫
の
海
の
変
遷

や
海
の
栄
養
を
取
り
戻
す
た
め
の
、

か
い
ぼ
り
の
取
り
組
み
な
ど
が
紹
介

さ
れ
、
豊
か
な
海
に
関
す
る
最
優
秀

作
文
の
発
表
や
、
県
内
の
漁
業
後
継

者
に
よ
る
海
づ
く
り
へ
の
思
い
を
込

め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

　
式
典
後
に
は
、
明
石
港
で
約
百
隻

の
漁
船
団
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
や
、
マ
ダ

イ
や
ヒ
ラ
メ
の
放
流
が
行
わ
れ
た
。

　
当
漁
協
か
ら
は
中
根
組
合
長
等
が

招
待
を
受
け
て
臨
席
し
た
。

（4）

　第４５回全国育樹祭が、秋篠宮皇嗣同妃両

殿下のご臨席の下、本県で掲載された。コロナ

禍で１年延期となった本大会は、１２日に豊後大

野市で「お手入れ行事」、翌１３日に大分市で

「式典行事」が行われた。

１１月１２日(土)～１３日(日)

兵
庫
で
全
国
海
づ
く
り

 

大
分
で
育
樹
祭

　第４１回全国豊かな海づくり大会～御食国(み

けつくに)ひょうご～が、天皇、皇后両陛下のご

臨席の下、兵庫県明石市をメイン会場に開催

された。コロナ禍の影響で、３年ぶりの現地ご臨

席となった。
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２
８
日
、
水
産
会
館
に
お
い
て
、
第

５
回
監
事
会
、
役
員
研
修
会
、
第
７

回
理
事
会
及
び
地
区
漁
業
運
営
委

員
長
と
水
産
団
体
合
同
会
議
が
順

次
開
催
さ
れ
た
。

　
役
員
研
修
会
に
お
い
て
は
、
農

林
中
央
金
庫
福
岡
支
店
・
Ｊ
Ｆ
マ
リ

ン
バ
ン
ク
班
次
長
の
小
原
雄
作
氏

が
、
「
早
期
指
導
先
へ
の
該
当
と
対
応

例
」
「
自
己
資
本
比
率
改
善
の
た
め
に

想
定
さ
れ
る
対
応
案
」
及
び
「
会
計

監
査
人
監
査
へ
の
移
行
に
伴
う
負

担
」
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、

信
用
事
業
を
譲
渡
す
る
場
合
の
課

題
等
を
示
し
た
。

　
第
７
回
理
事
会
に
お
い
て
は
、

第
１
号
議
案
「
組
合
員
の
異
動
に
つ
い

て
」
、
第
２
号
議
案
「
資
産
自
己
査
定

関
連
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
、

第
３
号
議
案
「
不
良
債
権
の
処
理
方

針
に
つ
い
て
」
、
第
４
号
議
案
「
令
和

４
年
度
・
仮
決
算
概
要
に
つ
い
て
」
及

び
第
５
号
議
案
「
お
さ
か
な
ラ
ン
ド

Ｏ
Ｐ
Ａ
店
の
中
途
解
約
（
店
舗
廃
止
）

に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
承
認
し
た
。

　
不
良
債
権
に
つ
い
て
は
、
総
与
信
額

４
千
万
円
を
超
え
る
者
に
つ
い
て
、

「
固
定
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
、

「
ど
の
よ
う
な
回
収
努
力
を
し
て
い

る
の
か
分
か
り
難
い
」
と
の
厳
し
い
意

見
が
出
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
の
廃
止

に
つ
い
て
は
、
出
店
に
賛
成
し
た
理
事

の
責
任
を
問
う
監
事
か
ら
の
発
言
も

あ
っ
た
。

　
次
い
で
、
協
議
・
報
告
事
項
と
し

て
、
「
余
裕
金
の
運
用
状
況
報
告
に
つ

い
て
」
、
「
令
和
４
年
度
上
半
期
・
内

部
検
査
実
施
報
告
に
つ
い
て
」
及
び

「
事
業
実
績
報
告
に
つ
い
て
」
説
明
し

た
。
な
お
、
次
回
は
１
２
月
１
９
日
の

週
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
合
同
会
議
で
は
、
４
団
体
が
議

案
説
明
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
第
１
部
で

当
漁
協
が
「
令
和
４
年
度
・
仮
決
算

概
要
に
つ
い
て
」
及
び
「
支
店
等
の
再

編
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」
、
第
２

部
で
日
本
漁
船
保
険
組
合
大
分
県

支
所
が
「
令
和
５
年
度
漁
船
保
険
等

の
料
率
改
正
に
つ
い
て
」
及
び
「
組
織

体
制
等
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
」
、

第
３
部
で
全
国
共
済
水
産
業
協
同

組
合
連
合
会
大
分
県
事
務
所
が
「
大

分
県
漁
協
の
共
済
事
業
に
つ
い
て
」
、

最
後
に
第
４
部
で
全
国
合
同
漁
業

共
済
組
合
大
分
県
事
務
所
が
「
災
害

対
策
に
つ
い
て
」
説
明
し
た
。

　
次
い
で
、
本
年
１
２
月
１
日
に
施
行

さ
れ
る
「
水
産
流
通
適
正
化
法
」
及

び
来
年
１
０
月
か
ら
導
入
さ
れ
る

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
に
つ
い
て
研
修

し
た
。
流
適
法
に
対
し
て
は
、
制
度
の

悪
用
を
危
惧
す
る
発
言
も
あ
り
、
運

用
面
の
課
題
が
あ
り
そ
う
だ
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
秋
に
本
県
で
の
２

巡
目
開
催
が
決
ま
っ
た
「
第
４
３
回

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
に
つ

い
て
、
県
漁
業
管
理
課
の
安
樂
康
宏

主
幹
が
報
告
し
た
。

 創立７０周年記念功労者

 山本　勇 前組合長

 本年度漁協運動功労者

 戸髙吾一郎 理事

（5）

祝表彰
　長年のご功績により表彰された皆様は、
本県漁業の振興・発展に大きく寄与されま
した。
　心から感謝し、お祝いを申し上げます。

合
同
会
議
に
出
席
し
た
運
営
委
員
長

 村松　一也 氏

水産加工品開発などを通じて永年にわたり
水産業の活性化や女性の活躍推進に尽力

開催
　

地
区
漁
業
運
営
委
員
長
と
水
産
団
体
合
同
会
議

　

第
５
回
監
事
会
・
役
員
研
修
会
・
第
７
回
理
事
会

11/28

 本年度大分県功労者

 都　キミ子 氏

 本年度大分県功労者

大分県

JF全漁連

漁業経営者として永年にわたりブリ生産な
どによる養殖業の振興と発展に尽力
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（この項目は県漁業管理課の要請を受けて掲載しています）　－大分県安全・安心まちづくり推進本部－　℡ ０９７－５３４－２０３８

写真３　9月30日（71日後）の各素材の網の状況

水産研究部の様々な情報はホーム
ページからも読むことができます。

農林水産研究指導センター水産研究部

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/

同部北部水産グループ

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15091/

写真２　各素材網の設置状況

　現在一般的に利用している生簀網では、海水中で一定期間経つと藻や貝類などの水生生物が大量に付着し、網目

が詰まり生簀内の海水交換が悪化し、餌料効率が落ちたり病原体の介在を高め、魚病が発生しやすくなります。

　また、付着物を除去するため定期的に潜水による網掃除を実施していますが、掃除することで大量の付着物が海底に

堆積することで汚泥となり、赤潮の発生が促されます。

　大分県では、豊かな海を守る養殖手法を確立するため、環境負荷を軽減した養殖手法として生簀網の材質の改良に

着手しています。

　水産研究部では、銅合金製網と一般的に利用している化学繊維網、亜鉛メッキ鉄製網を一定期間海に垂下し、水生

生物の付着状況を比較しました。

　今回銅合金製の網を選定した理由として、抗菌作用を発揮する金属には銅、銀、白金、金、鉛、水銀などがあります

が、抗菌作用以外の物質の安定性、安全性、価格を考慮して銅を選択しました。

　試験は2022年7月21日に水産研究部の筏に1m×1mの各素材の網（写真１）を海中に垂下し、設置しました。（写真２）

　9月30日（設置後71日目）に水中撮影を行い、化学繊維網には藻類やコケムシなどの付着生物が確認され、亜鉛メッ

キ鉄製網では藻類等の付着物が確認されましたが、銅合金製の網には水生生物の付着はほとんどみられませんでし

た。（写真３）

　今後は、銅合金製網を利用することによる生簀内の環境改善調査や、魚病発生リスク軽減調査など行う予定にしてい

ます。

写真１　7月21日（設置時）の各素材の網の状況

水

環境負荷を軽減する生簀網の検証

（6）

研 だ よ り

化学繊維網 亜鉛メッキ鉄製網 銅合金製網

化学繊維網 亜鉛メッキ鉄製網 銅合金製網

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/
https://www.pref.oita.jp/soshiki/15091/
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提供期間

提供場所

メニュー

（7）

天丼てんや 国内１４９店舗

　＊残念ながら県内に店舗はありません。県外旅行の際ご利用下さい。

１月中旬（予定）

関ぶりを使用した天丼、天ぷら単品 （計20万食以上を予定）

　・冬天丼 ・冬ののっけ単品

１１月１０日～

農林水産省のインボイス制度の解説です。詳しい説明はＨＰを参照して下さい。

天丼てんやで関ブリ提供！

天丼てんやＨＰ https://www.tenya.co.jp/sp/

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
登
場

か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
＆
大
分
う
に
フ
ァ
ー
ム

　
栗
原
心
平
さ
ん
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
に
森
岡
水
産
の
「
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
」
と
大
分
う
に
フ
ァ

ー
ム
の
「
養
殖
ウ
ニ
」
が
登
場
し
ま
し
た
！

　
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
や
観
光
情
報
な
ど
も
交
え
、
楽
し
い

動
画
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

https://www.youtube.com/watch?v=xtoLcObJt4U

https://www.maff.go.jp/j/keiei/tyosei/inboisu.html

ごちそうさまチャンネル

https://www.tenya.co.jp/sp/
https://www.youtube.com/watch?v=xtoLcObJt4U
https://www.maff.go.jp/j/keiei/tyosei/inboisu.html
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２
４
日
の
大
分
合
同
新
聞
１
面
に

「
大
分 

全
国
最
多
１
３
品
目
」
の
見

出
し
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
ご
覧
に

な
っ
た
だ
ろ
う
か
。
何
が
最
多
か
と

言
う
と
、
温
暖
化
な
ど
の
気
候
変
動

が
水
産
物
に
及
ぼ
し
た
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
。
本
県
が
全
国
で
最
も
悪
影
響

を
受
け
た
魚
種
が
多
い
こ
と
が
、
共

同
通
信
の
調
査
で
分
か
っ
た
と
し
て

い
る
。
県
は
「
豊
富
な
魚
種
が
獲
れ

る
漁
場
で
あ
る
こ
と
が
負
の
影
響
に

繋
が
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
食
産
業
が
打
撃
を

受
け
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

「
高
い
魚
ほ
ど
売
れ
な
い
」
。
中
高
級

魚
が
多
い
大
分
は
、
外
食
需
要
減
退

の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
た
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
は
、
国
や
県
の
経
済
政
策
が
奏

功
し
改
善
し
て
き
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
端
を
発
し
た
資
材
不
足

と
値
上
げ
の
連
鎖
は
止
ま
ら
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
令
和
４
年
は
本

県
の
水
産
業
に
と
っ
て
、
本
当
に
厳
し

い
試
練
の
年
で
あ
っ
た
。

　
年
始
の
１
月
２
２
日
に
は
最
大
震

度
５
強
を
記
録
し
た
「
日
向
灘
地

震
」
が
発
生
。
佐
伯
市
を
中
心
に
漁

協
施
設
を
含
む
水
産
施
設
や
漁
港

（8）

な
ど
が
被
災
し
、
水
産
業
の
被
害
は

７
億
円
を
越
え
た
。

　
春
先
か
ら
は
長
期
間
に
わ
た
り
旋

網
漁
業
の
不
振
が
続
い
た
。
関
係
漁

業
者
は
も
と
よ
り
、
漁
協
の
経
営
も

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

　
さ
ら
に
９
月
の
「
台
風
１
４
号
」
は
、

県
南
の
養
殖
業
な
ど
に
１
５
億
円
を

超
え
る
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
昨
年
の

モ
ジ
ャ
コ
不
漁
で
在
池
が
少
な
か
っ
た

ブ
リ
が
被
災
し
、
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
と

な
っ
た
。

　
漁
協
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
は

自
然
災
害
ば
か
り
で
は
な
い
。
法
改

正
に
伴
う
会
計
監
査
人
監
査
へ
の
移

行
や
流
適
法
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の

対
応
に
も
苦
慮
す
る
。

　
会
計
監
査
人
監
査
に
対
応
す
べ
く

予
算
に
盛
り
込
ん
だ
減
損
処
理
は
、

水
揚
不
振
に
伴
う
貸
出
金
の
劣
化

と
も
相
ま
っ
て
、
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク

基
本
方
針
に
基
づ
く
「
早
期
指
導
先

の
選
定
」
に
繋
が
っ
た
。
そ
も
そ
も
会

計
監
査
人
監
査
に
要
す
る
と
見
積

も
ら
れ
た
時
間
や
経
費
は
、
現
実
的

な
数
字
と
は
思
わ
れ
な
い
。
県
一
漁

協
の
強
み
を
発
揮
し
、
工
数
削
減
に

取
り
組
み
た
い
。

　
流
適
法
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対

応
は
手
間
が
増
え
る
ば
か
り
で
は
な

い
。
こ
れ
ま
で
免
除
さ
れ
て
い
た
零

細
漁
業
者
の
消
費
税
を
ど
う
す
る
の

か
、
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
る
。

　
一
方
、
嬉
し
い
出
来
事
も
あ
っ
た
。

ま
ず
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
春
の
叙

勲
で
山
本
勇
前
組
合
長
が
旭
日
小

綬
章
を
受
章
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
、

２
巡
目
の
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
」
が
、
令
和
６
年
秋
に
大
分
市

と
別
府
市
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
山
本
勇
前
組
合
長
の
功
績
を
受
け

継
ぎ
、
豊
か
な
海
づ
く
り
に
向
け
、

来
る
年
が
、
災
害
の
な
い
実
り
の
多

い
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
た
い
。

　
い
つ
も
お
世
話
に
な
る
魚
市
場
だ

が
、
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
と
年
始
の
初
競

り
、
４
月
初
旬
の
「
か
ぼ
す
ヒ
ラ
マ
サ
」

出
荷
式
、
そ
し
て
秋
も
深
ま
っ
た
１
０

月
末
の
「
か
ぼ
す
ブ
リ
」
旬
入
り
宣
言

と
続
く
。
早
朝
の
５
時
か
ら
市
場
関

係
者
に
お
披
露
目
し
た
あ
と
は
、
い

つ
も
皆
で
朝
食
。
１
番
人
気
が
こ
の

「
塩
鯖
」
だ
が
、
数
量
が
限
ら
れ
る
。

１
０
数
人
に
３
食
だ
け
の
こ
と
も
。
日

頃
は
若
手
に
譲
り
チ
ャ
ン
ポ
ン
に
走

る
が
、
今
回
は
本
稿
に
取
り
上
げ
た

く
注
文
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
夜
も
明
け
き
ら
ぬ
市
場
で
忙
し
く

働
く
人
々
を
満
足
さ
せ
る
味
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
、
そ
し
て
ワ
ン
コ
イ
ン
の
ガ
ッ

ツ
リ
朝
食
だ
。
Ｙ
社
長
、
い
つ
も
ご
馳

走
様
で
す
！

　
今
回
の
ウ
オ
メ
シ
は
大
分
市
公
設

市
場
の
場
内
食
堂
「
大
珉
」
の
朝
定

食
Ａ
「
塩
鯖
」
を
ご
紹
介
。

編
集
後
記

令
和
４
年
を
振
り
返
っ
て

　１１月の県産魚の日は、おさかなランド３店舗で「別府湾祭
り」を開催。
　別府湾水産振興協議会の協賛をいただき、特産の「ちり
めん」、「はも（湯引き・フライ）」、「えそ（フライ用）」などを
販売した。
　目の前の別府湾で水揚げされた魚は鮮度が良く、消費
者の皆さんに好評を頂いた。

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ


